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理化学性の土壌茶園
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の特徴を検討してみたい。

( 1 ) 火山灰土壌(静岡県富士火山灰土壌，普通畑は

隣接せる陸稲畑〉

この地域の土壌の断面形態は次のようである。

第1層 o '"'-'20cm，黒褐色，粗しような，細粒状の砂
壌土。

第2層 20'"'-'50cm，腐植に富み，第1層よりやや濃い

黒色を呈し，ややち密な植壌土。

第3層 50cm以下，砂疎層，根が透過せず。

表2のようにこの種の土壌は，全体的に比重の小さい

組しような土である。一般理学的性質には，特に茶園土

壌に，それ特有の特徴はみられなかった。

化学的性質についてみると，一般にこの種の土壌は弱

酸性で，塩基に富む土壌であるが，未耕地土壌の状態か

らみると，漸次塩基が消耗し，酸性化が進行している。

茶園では，その特異な栽培管理により，この酸性化の

傾向がさらに助長されているとみられる。すなわち，茶

園土壌は強度の塩基の流亡を受け，強酸性化し，土壌中

の種々の成分含量も変化し，いわゆる熟畑化とは逆な方
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はじめに

茶樹は東北，北陸，山陰の各地方の一部の地域にも栽

培されているが，経済的作物として栽培されているの

は，第1表のように茨城県以西の大平洋岸である。瀬戸

内海沿岸の各県でも最近茶の栽培面積が若干増加してい

るが，各県ともその面積は1，OOOha以下である。最近，

著しく栽培面積が増加した地域は九州で，特に鹿児島県

で大巾な増加である。

以上のように，茶樹は，関東よ

り西の寒い地域や雨の少ない地域

をのぞいては3 大方の地域で経済

的目的で栽培されている。大部分

の主要産地は台地や傾斜地に存在

する。また，茶園は地質的には洪

積層，沖積層，第三紀層，中生層，

古生層などのところに分布してい

るが，主要産地は洪積層，第三紀

層のところに多く分布している。

茶園の分布範囲は比較的広い

が，以下，主として静岡県の茶園

を中心に，その理化学的性質を検

討したい。

茶園土壌と他土壌との比較

元来，茶園は他作物を栽培しても，生産性が悪いとこ

ろに分布する場合が多い。したがって，茶園土壌は元

来，他作物の栽培に好適でない性質を持っていることが

多い。また，永年性作物であるので，同じ栽培管理が長

年繰返されているので，それが土壌の理化学的性質に影

響を与えていると考えられる。

以下，土壌別に茶園，普通畑，未耕地の各土壌の理化

学的性質を比較して，茶園土壌の理化学的性質について

第1表府県別栽培

面積(昭和50年単位ha)
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(2) 第三種郵便物認可 農 業 科
ρUら
寸一 昭和52年 9月 1日と

い，微弱な細塊状の植壌土。

第3層 44cm以下，援褐色，粘着性の強い，やや湿潤

な重植土。

第3表のように火山灰土壌

の場合と同様，一般理学的性

質は，畑別にあまり差異は認

められないが，茶園土壌は粘

土の溶脱，移行が他土壌に比

べて著しい状態であった。

化学的性質で茶園土壌が顕

著なのは，他土壌に比して酸

性化が激しし、こと，さらにこ

れに伴って塩基の欠乏，アル

ミニウムの活性度が高いこと

である。しかし，腐植化過程

にはほとんど差異がない。

(3) 第三紀層に由来する

向に進行していると考えられる。

第2表火山灰土壌

畑別 層イ立 比重 最洛水大量 粘土 土性 腐植 炭素率 会 -'-N P H 
H20 KC.e 

茶 1 2.25 86.9% 17.0% CL 15.6% 14.2 0.63% 4.6 4.5 
国 2 2.17 96.3 12.6 SL 11.5 13.3 0.50 4.7 4.6 
3 2.41 66.0 8.7 LS 4.3 15.8 0.16 4.5 4.5 

普 1 2.22 71.6 17.0 CL 11.4 14.6 0.45 5.8 4.9 
通畑 2 2.33 72.2 13.5 SL 4.8 11. 9 0.24 6.2 5.3 
3 2.47 60.8 8.7 LS 2.0 5.0 0.02 6.2 5.4 

未 1 1. 91 95.3 13.0 SL 17.8 14.6 0.71 5.4 4.9 
耕f也 2 2.04 95.5 12.8 SL 16.0 15.9 0.58 5.2 4.9 
3 2.22 69.5 9.7 LS 4.8 11.8 0.24 5.7 5.1 

塩基置 置 換 '1生 塩基 吸収係数 水溶性 有効yl 
換容量 石灰 苦土 カリ 飽和度 窒素 リン酸 A.e リン酸

1 5.2 31. 8 m.e 3.0m.e 1.2m.e 1.5 m.e 17.8% 529 1923 0.23mg% Tr 
2 2.9 22.3 3.1 1.0 0.7 21. 7 546 2031 0.21 11 

3 1.4 8.4 1.1 1.3 1.2 43.0 475 1535 0.23 11 

1 0.3 27.8- 15.3 1.3 0.9 63.3 482 1856 0.18 11 

2 0.3 19.1 12.1 1.8 0.6 76.6 520 1627 0.17 11 

3 。9.5 5.4 0.5 0.5 67.7 455 1564 0.15 11 

1 0.8 31. 3 2.7 2.3 0.7 18.3 522 2428 0.27 11 

2 0.5 28.4 4.8 2.4 0.7 27.5 530 2148 0.25 11 

3 0.3 14.7 4.0 1.4 0.5 39.6 462 1393 0.15 11 
一市司...L._

(2) 洪積層に由来す

る赤黄色土(普通畑は麦

畑〉。

静岡県の台地茶園の大

部分はこの土壌からな

り，茶園土壌の断面形態

の概要は次のようであ

知!万IJ 層位 比重 最溶水大量 半占 ゴニ 土性 腐植 炭素率 全-N P H 
H20 KC.e 

茶i羽
1 2.24 53.0% 41.7% LiC 3.9% 11.7 0.19% 4.2 3.4 
2 2.60 60.2 23.7 CL 0.9 6.9 0.08 4.1 3.7 

通知日

3 2.52 58.2 51.4 HC 0.3 4.9 0.04 4.5 4.0 
1 2.12 62.8 38.4 LiC 4.2 9.6 0.25 5.3 4.1 
2 2.43 57.1 45.4 HC 2.4 7.7 0.18 4.6 3.9 

未耕I也

1 2.32 63.7 42.7 LiC 3.7 12.9 0.17 4.7 4.1 
2 2.45 61.3 54.9 HC 0.9 7.5 0.07 4.9 4.0 
3 2.64 52.6 54.2 HC 0.3 4.7 0.04 5.1 4.0 

塩容置 換基量
置換 tt :f:j;_ ~i長 l吸収係数 *i容性 有効Yl 
石灰苦土カ J) 飽和度 議素リン駿 A.e リン園女

1 27.5 20.4m.e 1.6m.e 2.5m.e 0.5me 22.9% 407 840 0.18mg% 57.0mg% 
2 31.6 13.4 2.3 1.1 0.8 31.5 402 730 0.46 1.6 
3 12.0 14.4 8.9 2.2 0.6 80.8 392 1320 。 2.1 
1 7.6 24.1 11.4 1.2 0.7 55.4 438 750 。 16.1 
2 20.4 15.1 3.7 1.1 0.8 36.7 422 1120 。 1.1 
1 26.4 26.0 0.7 0.8 1.1 9.9 409 900 。 0.5 
2 26.0 15.3 0.4 1.0 1.5 18.4 420 1120 。 2.1 
3 24. 0.6 0.7 1.3 16.6 395 950 。日3

る。

第 1層 o，__，16cm，黒

褐色，小円礁を含み3 腐

植を含む，粒状の軽植

土。

第2層 16，__，44cm，燈

褐色，粘着性のやや強

第
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に
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す
る
黄
色
土

畑別 層位 比重 最溶水大量 粘土 土性 腐植 炭素率 全-N
P H 
H20 KC.e 

茶 1 2.56 64.4% 50.1% HC 4.6% 10.1 0.26% 3.8 3.4 
園 2 2.68 61. 7 56.6 11 1.3 5.5 0.14 3.9 3.8 
3 2.81 62.4 52.5 11 0.9 4.8 0.11 4.3 4.1 

普通畑
1 2.57 63.7 51.0 11 4.4 9.8 0.26 4.8 4.1 
2 2.71 61.1 51.0 11 2.5 7.4 0.20 5.0 4.1 
3 2.78 62.0 55.1 11 1.7 6.3 0.16 5.1 4.1 

未来J井也

1 2.51 69.9 51.2 M 2.7 11.2 0.14 4.9 4.2 
2 2.78 63.9 55.7 11 1.1 5.4 0.11 5.1 4.2 
3 2.77 65.2 55.9 11 0.8 4.5 0.10 5.1 4.1 

塩基置 置 換 '性 塩基 吸収係数 水溶性 有効
y， 
換容量 石灰 苦土 カ J) 飽和度 窒素 リン酸 A.e リン酸

1 72.9 29.4me 1.1m.e 0.4m.e 0.4m.e 6.3% 493 1155 0.3mg% 10.6mg% 
2 67.8 23.7 0.5 0.3 0.4 4.9 457 1168 0.2 0.3 
3 64.1 25.1 2.5 1.7 0.3 18.1 459 1172 0.1 0.5 
1 20.1 25.8 2.2 2.3 0.8 20.5 429 1132 0.1 10.7 
2 26.6 22.4 0.9 1.3 0.6 12.6 423 1075 0.1 0.5 
3 27.6 23.4 4.9 0.8 0.6 26.8 446 1153 0.1 0.8 
1 60.7 25.6 1.6 1.0 0.6 12.2 477 1145 0.1 0.3 
2 51.0 23.6 1.8 0.2 0.4 10.2 453 1145 0.2 0.1 
3 43.0 24.4 1.4 0.2 0.7 13.5 456 1143 0.1 0.1 
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黄色土(普通畑は麦畑〉

この土壌の茶園は，静

岡県ではそれ程多くはな

い。茶園土壌の断面形態

は次のようである。

第1層 o，__，20cm，黄
褐色，粘着性のやや強い

重植土，発達の弱い粒状

構造。

第2層 20，__，40cm，明

黄禍色，粘着性の強い，

ち密な重植土。

第 3層 40，__， 100cm， 

黄褐色，粘着性の強い，


